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【第 2 章】  
乾乳軟膏使用率と分娩後の次期泌乳期乳房炎発症率の関連性について調査を行った．家畜共



















を使用する SDCT を行う可能性を見出せた． 
 
















基準は乾乳前乳汁の体細胞数が 150×103cell/mL 未満，細菌数が 100cfu/mL 未満で，伝染性
乳房炎原因菌特に SA が検出されないこととした．  
 
【第 4 章】  



























































































・各評価項目を 5 点、3 点、1 点で評価 
      ・全ての審査委員が 20 点以上（30 点満点）をつけたことをもって、本審査終了 
 
２．論文審査の要旨および結果 











第 1 章：「緒論」 
生産者を中心に様々な分野の酪農関係者が互いに協力しながら、今ある技術と新しい





日本における SDCT を構築する必要があると結論づけた。 
第 3 章：「乾乳期療法における乾乳軟膏不要判断基準の作成」 
評価項目 主査（髙橋教授） 副査（寺脇教授） 副査（佐藤元教授） 
テーマのたて方 5 5 5 
研究の背景 5 5 5 
研究の方法 5 5 5 
研究の結果 5 5 5 
考察と結論 5 5 5 
参考論文 5 5 5 






房の条件は乾乳前乳汁の体細胞数が 150×103cell/mL 未満、細菌数が 100cfu/mL 未満で伝染性乳房
炎原因菌が検出されないことであり、これを乾乳軟膏不使用判断基準と決定した。 
第 4 章：「日本型選択的乾乳期療法の確立」 
第 3 章で定めた乾乳前 1 週に行った乳汁検査の結果が、体細胞数 150 ×103cell/mL 未満、細菌数
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